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例

言

1本 書は、平成13(2001)年 に実施 した長野県飯山市瑞穂に所在する大菅遺跡及び小菅大聖院跡

の確認調査報告書である。

2大 菅遺跡の確認調査は、平成13年10月1日 より同年11月2日 まで飯山市教育委員会が・学校

法人文化学園(大 沼淳理事長)の 協力 を得て実施 した。

3小 菅大聖院跡 の確認調査は、飯山市(担 当 総務部企画財政課広報 ・地域振興係)が 飯 山版NPO

団体 に呼びかけて組織 した 「修験 の里小菅史跡調査研究委員会」が、飯 山市教育委員会の指導を

得て平成13年11月6日 より同11月19日 まで実施 した。

4各 調査体制は以下の とお りである。
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5本 書は、高橋桂団長指導の下、小林正子 ・藤沢和枝の協力を得て調査 を担当 した望月静雄が執

筆 したが、H-2一(3)の 銅鏡説明については文化女子大学中野政樹教授の鑑定結果 を同教授
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6確 認調査の出土遺物 ・調査 図面等は飯山市埋蔵文化財センターで保管 している。
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1 大菅遺跡 ・小菅大聖院跡調査の目的と経緯

1確 認 調 査 の 目的'{

長野県飯 山市瑞穂地区に所在する小菅地区は、白鳳年間に役小角が草創 したと伝 えられる小菅山

を中心 としたかつての修験 の地である。中世には飯綱・戸隠と並 び北信濃三大霊場 として栄 えた と

いわれ、重要文化財の小菅神社奥社本殿 をは じめ板絵著色三十三身図 ・桐竹鳳鳳文透彫奥社脇立 ・

両界曼茶羅図(い ずれ も県宝)な ど国 ・県 ・市指定文化財だけで もi4件 もの指定文化財がそれを

物語っている。また、多 くの建物 はその後の戦乱や老朽化 により消滅 したが、西大門 ・講堂 ・護i摩

堂などは同 じ場所に残 されてお り、地域一帯が現在でも修験の里 としての史香を色濃 く漂わせてい

る。

近年、過疎化 に端 を発 し少子高齢化現象が顕著 になるや、戸数70戸 余 りの集落ではこれ らの建

物維持や文化財 の管理などが大 きな負担 となっている。小菅地区では神社総代会 をはじめ村 づ くり

委員会などが中心 となって文化財の維持や環境保護について取 り組みを行って きた。このような状

況の中で、飯山市 として も文化遺産保護 と活用の観点か ら、信州大学人文学部笹本正治教授 を文化

財ア ドバイザーに委嘱 し、小菅をはじめ とする市内の文化遺産について新たな観点か らの取 り組み

をはじめている。

今回確認調査 を実施す ることとなったのはこうした流れの中での取 り組みであ り、文化遺 産を地

域が真 に理解することか ら着手 し、保護 と活用 に向けて新 たな方策を共に探 ろうとす るものであ

る。

(1)大 菅遺跡

大菅遺跡 は、北竜湖東岸の字大菅に所在する遺跡である。中 ・近世の古文書や古絵図には 「大

菅」として記載 されてお り、中世には村落や小菅 山元隆寺の領域 として 「五智堂」「極楽坊」など

があった とされている。現在は昭和二 ・三十年代 に植栽 された杉が馨蒼 と生茂 っているが、小菅山

の重要な___.角であった大菅地区の調査 は必要な案件であった。

平成13年5月 、学校法人文化学園の大沼理事長 よ り大菅地区にある石垣について照会 を受けた。

北竜湖岸周辺は北竜湖遺跡 として飯山市遺跡分布図に登載 されているが、大菅地区については、中

世か ら知 られていた場所であったけれども「遺跡」としての具体的証拠 もなかったことか ら未登載

であった。そのようなときに前記照会を受けたので、石垣の調査 とあわせて大菅遺跡の確認調査 を

実施する必要に迫 られた。幸いにも文化学園の全面的なご支援がいただけることとな り、平成13

年度事業 として確認調査を実施す ることとした。

(2)小 菅 大 聖 院 跡

小菅大聖院は、小菅山元隆寺別当が居住 した寺域中枢の建物で、昭和三十年代の末頃に解体 され

たとい う。小菅集落の東上方..社 参道の南側の敷地に壮大な石垣 に囲まれた小菅修験 の地 として
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図1小 菅山元隆寺絵図(長 野県町村誌 より)
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最 も史跡地 として相応 しい場所であるが、現在 は護摩堂の建物や庭園が隆盛 した頃の面影を僅かに

'偲 ばせているにす ぎない。また、権威ある場所だ とい うことで、昭和に至って も大聖院建物 の中に

入れ る人は限 られてお り、詳細 に承知されている方はほ とん どいな く、間取 りさえも正確 にするこ

とがで きないでいた。

飯山市では、信州大学笹本教授の指導 をいただ く中で、奥社参道 と大聖院敷地一帯が最 も信仰の地

小菅を良 く遺 している場所であ り、池や護摩堂建物の保護 について考えてい くとともに大聖院につい

てもその実態を把握するために確認調査を実施することがまず必要であるということとなった。

調査体制は、何 タりも市民によ り考えてい くことが必要であるとの観点か ら・飯 山版NPO団 体

に呼びかけて調査研究組織 を立ち上げることとした。調査 は飯 山市教育委員会の指導によ り、調査

組織 のメ ンバ ーの多 くが参加 して行われた。

2経 緯

(1)大 菅遺跡

平成13年5月21日 文化学園大沼理事長 と大菅地区の遺跡地について懇談。

6月25日 文化学園田村総務本部長 と詳細 について協議(調 査は飯山市が行い、教育委

員会が主体 となって行 う。経費等を含め文化学園がこれについて支援 を行 う。)

9月14日 大菅遺跡確認調査 に伴 う役員委嘱を行 う。

9月20日 ～30日 調査個所 の地権者に発掘同意を依頼。

10月1日 調 査準 備。 器材 搬入 、 テ ン ト設 営。 降雨 の ため午前 にて作 業 中止 。

2日 弁天 島地 区 を1区 として2箇 所 に トレンチ を設定 。杉 林 内 を刈 り払 い機 に よ

り草刈 り。

3日1区A・Bト レ ンチ調査 続行 。弁 天 島南約100mの 個 所 に トレンチ を設 定。

H区 とす る。Aト レ ンチ よ り陶・器片 出土。

4日H区 新 たにBト レンチ に着 手 。1区Bト レンチ遺構 か。

9日1区A・B両 トレンチ清掃 の後 写真 撮影 完 了。H区Aト レンチ、地 山面 まで

調 査完 了。Bト レ ンチ続行 、Cト レ ンチ新 た に着 手。

11日H区A～Cト レンチ調 査続 行。 皿区 を新 た に設 定。

12日H区 調 査続 行。 皿区A続 行 、黒 色土 が厚 い。公 図 と調 査 区の対 比 を行 う。

15日II区Bト レ ンチ、写真 撮:影後再 度掘 り下 げ を行 う。Cト レ ンチ、掘 り下 げ続

行 。南北 両端 の み を地 山面 まで深堀 りを行 う。皿区Aト レ ンチ続行 。遺 物 は認

め られな い。Bト レンチ草刈 り着 手。 皿区上方 に炭焼 窯 を発 見。

16日II区 再 度掘 り下 げ。Cト1/ン チ清掃 後写真 撮 影完 了。 皿区Aト レ ンチ続行 。

Bト レンチ着 手。

19日IV区 に4箇 所 の トレンチ を設定 。
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22日,IV区 着 手。V区 を設 定。

24日IVlV区 調査 続 行。大菅 調査役 員会 議 開催 。現 地視 察、会 議 を文化 北 竜湖 山

荘 にて行 う。

25・30・31日 各調 査 地 区清 掃後 写真 撮影 を実 施 して終 了。

(2)小 菅大聖院跡

平成13年10月18日 小菅農業改善センターにおいて 「修験 の里小菅」史跡調査研 究事業に伴 う

準備委員会 を開催。

11月5日 午前9時 よ り市役所企画財政課石田係長及び生涯学習課丸山課長補佐 出席に

より開始式 を開催。終了後跡地内の草刈 り等 を行 う。

6日 雨の中を跡地内の枯れ枝処理を行 う。

7日 枯れ枝処理引き続 き実施。杉木立内より礎石がいくつ も確認。グリッ トを設定

する。

8日 礎石検出作業及びグリット杭打ち作業 を実施。

(午後市施設監査及び市内小学校5学 年会教師埋蔵文化財研修)

9日

12日

13日

14日

15日

16日

17・18日

19日

跡地内清掃。D-6よ り調査 に入 る。

D-5～7、C-4調 査。

続行

県文化財保護i研修会のため作業休み。

Dラ イン及び4ラ インを調査、清掃。

護摩堂東側及び調査 区全体を清掃後写真撮影。市長視察。

土 ・日を利用 して平面図作成。

午前 中片づけ、器材搬出作業 を実施 してすべてを終了す る。
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II 遺跡の環境

1自 然的環境

大菅遺跡 ・小菅大聖院跡 は、長野県飯山市大字瑞穂地 区に所在する(図2・3)。 旧下高井郡瑞村

で、昭和29年8月 の町村合併 により飯 山市 となった。

飯山盆地 は、東西約6km、 南北約15kmの 紡錘形の小盆地である。盆地西縁 は、黒岩山(938.6m)、

鍋倉山(1288.8m)等 比較的低い関田山脈(東 頚城丘陵)に よって画されている。ここには越後 に

通ずるい くつかの峠道が知 られている。一一方、盆地東縁は毛無山(1649.8m)等 三国山脈の支脈 に

よって、また断層構造線 に沿 って急峻 な山地で画されている。飯 山市瑞穂地区は、盆地東縁 の山麓

および千曲川河岸に面 した段丘 ・丘陵上に立地 している。

大菅遺跡 は毛無山の中腹、断層線に沿って形成された構造性の湖(飯 山市誌 自然編)で あ る北竜

湖東岸 に位置する。字大菅は東岸の北か ら南端 までを含む。標高は湖水線で約500mで あ り、盆地

底 との比高差は約200mを 測 る。北竜湖 は現在灌概用溜池 として利用 されてお り、かつては南側 に

あった早乙女池 と北側の北竜池を併せて北竜湖 としたという。そのため湖の周囲はかな り削土され

ている。また、特に湖の北半の周囲か ら旧石器～平安時代の遺物が多 く採集 されてお り、北竜湖遺

跡 として登録 されている。大菅遺跡については、中世文書等に現れる地名であるが、これまで遺物

などの確認がなされていないため分布 図には未登載であった。

小菅大聖院跡は、北竜湖の南側の小菅地区にある。北竜湖 と同様に毛無 山の中腹に位置 し集落の

ほぼ中央 を断層線が横走す る。集落 は発達 した扇状地上 に立地 し、西の盆地底 に向けて広が りを見

せる。集落東上方 は、幅約750mの 西 に開いた馬蹄形の崩壊凹地が認め られ、小菅神社奥社本殿 も

この中に位置 している。

大聖院跡は、小菅集落の最 も東上方の奥社参道入口南側 にある。

2大 菅 ・大聖院の歴史的環境

(1)大 菅

大菅について触れ られているものに昭和6年 にまとめられた森山茂市氏の 「増訂小菅神社 誌」が

ある。その部分について旧字が多いが ほぼ原文のまま以下に引用する。

「第二章 第十節 小菅神社の参道 略 北参道は前坂口か ら入るべ く、小 山を越えて北龍池へ

出るのである。東西二通路あ り、池東に出れば辮天祠を拝 し、實弾射撃場に立って北方茂 る學林 を

顧み、アゼスゲに交る薄荷の芳 しさと千屈菜の愛 らしさとを後に して大菅村の遺跡を訪 ひつつ字 コ

エ ンドに向ふ。又池西に出れば閾門の辺に腰 を卸 して、遊船二隻が乃 の聲高 く尊菜の問を漕 ぎて、

数個の浮島に赤黒の鯉魚が出没隠顯するに興 じつつ是亦 コエ ン ドに会す る。それから坂路 を下っ

て・古 の所謂加耶吉利堂即 ち馬頭観音堂を伏拝み、菩提院を横 に見て表参道に合するのである。此
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図.21小 菅 山 ・妙高 山 ・戸 隠 山 ・飯 綱山位 置 図(国.土 地理 院発 行地勢 図 「高 田」20万 分 の1を

30万 分 の1に 縮小)・
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図3大 菅遺 跡 ・小菅大 聖院 跡位 置 図(1:50000).
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の北参道は野沢温泉 よりすれば比較的緩勾配の間道だか ら浴客の多数 は細道なが ら此のコースを選

ぶのである。

第三章 十三節 傍讃的の出土品及文献

小菅の先史時代 は何如 なる情状であったか固よ り知るべ きでないが、今石器時代の遺物 として、

石鎌 ・石斧 ・石槍 ・石刀 ・石匙 ・石砥 ・石棒 ・土器破片等の出土品が多いのを見れば、太古原人民

族の住所であったことが明かである。殊 に當区の蒲原林蔵氏が明治三十二年四月中、附近 の宅地 を

墾墾 して水 田を拓 く工事 に方 り、地表の黒色壌土層.__.尺位鋤去 した下の緒黄色の底土層 に、掘立柱

の趾 らしい圓孔の規則正 しく排列す ると獲見 した といふ。思ふに是 は先住民族の住居の跡であら

う。此庭か ら石器類数点を拾 い取 って現に之 を保存 して居る。

有史以後の遺物 としては、古刀 ・a形 の鍬(或 は鋤か)・侭 鯨の木像等の獲見 された物数点あっ

て往時を追想 されるのである。

一、古刀 一口

字大菅の巨石の下 より出た無銘の刀 で、甚 しく腐錆 しているが鐙は完全である。鷲尾常次郎 の所

蔵だ。

一、古鍬(或 古鋤)二 枚

甲は小林元二郎の所蔵品で、字大菅小字新奥堂から出た。長 さ40.6cm、 幅は刃部13.3cm、 脚部

18cm、 脚部の末端3.7cmで 、両脚の内側か ら刃部 まで三方深い溝がある。量 目1.5kgで 鋳造物

らしい。

乙は下高井農林学校 の所蔵品で、鷲尾常次郎が大正十四年九月、大菅池の東方小字清水で石問か ら

得た物であったが、翌年三月同校に寄附 したのである。小林氏の物 より稽小型で、長 さ6cm短 い。脚

部に四個所修理 した所があ り、巾3cm位 の鉄飯 を被覆 してある。量 目1.3kgで 此の方は鍛製だ。

一、聖徳太子の木像 一一禮

焼け焦げて双手を訣 き刀法等不明なるが、鑑定家 は聖徳太子の立像だといふ。高さ二十糎。明治

十四、五年頃小菅字蓮池北方山地の路傍で拾得 され、今編者 の許に安置 してある。永禄の兵火に焼

けて土 中に埋没 したものらしい。

一、古鏡 三面

文政十年七月吉原六左衛:門方(今 の亀蔵の祖)宅 地方よ り掘出 した もので、銅質帯白色で美 し

い。裏面 に 「天下一若狡」。 以下略

第四章 小菅神社付近の勝 匿及薔蹟 第十九節 北龍池

往昔小菅山繁盛の頃、蓮池 ・南龍池 ・北龍池 とて併稻 され し頃には蓮革の酸郁 に昔 なが らの床 し

さを偲べ るだけて、面積 も昔時の何分の一一に減 じた。又南龍池は全 く淺せて稲 田と化 し、字 「池

田」といって名残 を留めているが、今で も深い庭は泥中に長材を横へ、其の上を渡って稲 を作 るの

である。此等両池 は全 く観 を留めぬが、唯北龍池のみ依然 として奮態 を存 し、通稻地字に依 って大

菅池 といっている。東西六百七十歩(約 百四十米)、 南北八百六十歩(約 百八十米)ば か り、周回

四粁弱、面積千九百廿五安ばか りで田用水の貯水池である。春 は水量最 も富み、碧浪の緩 く漂 う庭

に深緑の松杉 を浸 し、秋は水大に洞れて、藍荻の骨立する。略」
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以上のよ うに、執筆 された昭和の初期には多 くの人が 「大菅村の遺跡」を承知 していた らしく、

実際に遺物 も出土 している。ただ し、その位置については弁天島か ら 「コエ ン ド」にいたる問 くら

い しか説明 してお らず、現在の大菅の南半を指す程度 しか判明していない。

(2)小 菅大聖院

大聖院は、天正年中(1580～90年 頃)再 興 されたといわれている(小 菅神社誌 ・旧瑞穂村誌 な

ど)。これは永禄4(1561)年 、川中島合戦の余波 により小菅山が奥社 などを残 し灰儘に帰 した と

いわれてお り、この時大聖院 も焼失 したものと推測 される。後、大聖院別当 らが中心 となって天正

19(1591)年 に奥社 を再建 した とあ り、この頃 までにすでに大聖院は再建 されていたと考 えられ

ることか ら、前記再興 された時期はほぼ正確 なのではないか と考えられる。

さて、この大聖院の草創 は不明だが、平安時代後期の作 と考え られる本地仏の木造馬頭観音坐像

の存在か ら、小菅山元隆寺は平安時代末には成立 していた と考えられ、その中枢であった大聖院も

その頃まで さかのぼることがで きるのではないかと考 えられる。

また、大聖院別当については次のような記録がある。

永正5年(1508)大 聖院別当澄咋 奥院三社頭造立

永禄4年 大聖院自体焼失の後、

1神 袋防(恵 秀)が 中興(寛 永中寂1630年 前後)

2憲 秀 暦元(1652)年 寂

3恵 儀i寛 文12(1672)年 寂

4恵 我 元禄3(1690)年 寂

5恵 照 享保14(1729)年 寂 村越氏

6恵 舜 宝暦12(1762)年 寂 義泉防 真 島氏

7秀 光 寛政12(1800)年 寂 井出氏

8孝 如 寛政5(1793)年 寂 大量防 青木氏

9誠 孝 文化14(1817)年 寂 明道防 山岸氏

10英 巖 天保10(1839)年 寂 安沢氏

11英 眞 武内元隆 遠藤氏 復職 して神主

12武 内廣助 明治14年 早世

13武 内元隆 再任 明治26年 逝

14武 内英俊 明治25年12月12日 奉仕(森 山茂市 小菅神社誌 による)

そ して、大聖院の建物に関 しての記録は次のとお りである。

永禄4年(1561)武 田信玄の侵攻によ り焼失(伝 承)

天正年中(1580年 頃か)再 建

寛延3年(1750)大 聖院内護摩堂建立(こ のとき大聖院も改修があったかもしれない)

昭和30年 代後半 建物解体(材 は山ノ内町に移転 されたとい う)

昭和60年(1985)跡 地 に石碑建;立
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大聖院は間口18問 、奥行 き7問 といわれているが、詳細な図面は不明である。今後 さらに文献

調査 を進めてい く必要がある。

(3)小 菅 神 社 関 係 の 考 古 学 的 資 料

小菅地区の考古学的な調査 は、これまでほとんど行われることがなかった。1977年 飯 山北高等

学校地歴部OB会 刊行の遺跡分布調査報告では、小菅奥社 ・小菅里社 ・南竜池の各遺跡が登載 され

てお り、奥社では縄文後期土器、里社 では縄文前期土器 ・土師器、南竜池では土師器が採集 されて

いる。これ らは直接小菅神社 と関わる遺物ではないが、近年の詳細分布調査や奥社改修工事等 に際

して遺物が収集 されていることが判明 した。また、地域住民 によってかつて住宅付近で発見 された

信仰資料 を保管されていることも判明 しつつある。

こうした状況 を受けて飯山市教育委員会では、平成13年 度作成の埋蔵文化財分布図において、

現小菅集落は小菅山元隆寺の区域 と重複することか ら全域 を小菅修験遺跡 として登載することとし

た。さらに、既出資料 の図化を進め以下の資料をこれまでにまとめることができた。

1)小 菅神社宝物庫保管資料(図4～ 図5・ 表1・ 写真1)

現小菅神社宝物庫 に保管されている資料で、主 として昭和41年 か ら43年3月 にかけて実施 され

た奥社本殿修理工事 によって発見 された ものであるという。資料 は土器(か わらけ)、銭貨、銅鏡

などである。なお、銅鏡については発見経緯が明確でない。このほか硯 ・椀な ども保管 されている。

土器(図4)

17点 あ り、17の1点 を除 いてす べ て口径8cm以 内の小形 土器 皿 であ る。回転 台 で成形 され、底

部 には回転 糸切 り離 し痕 を とどめ る。形 態 は、や や内 湾気 味 に立 ち上 が る もの(3.5.6.8.10.1114.

15.16)と 直 線 的 に開 くもの(1.4.7.9.)と が あ るが、歪 な固体 が多 く、形態 につ い てはそ れ ほ どの

意 識 は ない よ うに見 受 け られ る。 また、4・5・8・10・11・14・16の7点 は内 ・外 ともに黒色 を呈

して お り、 と くに4・5・10・16は タール や煤 が 明確 に付着 して い る こ とか ら灯 明皿 と して使用 さ

れた ことが伺 え る。 他 の土器 は榿褐 色 を呈 して い る。

これ らの土器 の所 属年 代 につ いて は、16世 紀 か ら18世 紀 頃の もの と思 われ る。
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図4小 菅神社宝物庫保管資料(土 器)(1=2)
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図5小 菅神社宝物庫保管資料.(銭 貨)(11)
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銭貨(図5)

銭貨は23枚 保管 されてい る。1～8に ついては中国からの輸入銭貨で、9～23は 近世の国産品で・

ある。初鋳年 の古い もの もあるが、これ らは中世全般にわたって流通 したも〃)であ り、近世初期 に

おいても、寛文10(1670)年 の寛永通宝以外の使用 を禁ずるお触書が出された頃まで渡来銭が寛

永通寳 と混在 して使われていたという。

各銭貨については下表の とお りである。

図番号 銭 貨 名 称 初 鋳 年(西 暦) 直径mm 重 さ 備 考

1 開元通寳(隷) 武徳4年 以後(621～) 2.5 3.7

2 天聖元寳(楷) 天 聖元 年(1023) 2.4 3.1

3 皇床通寳(象) 寳 元2年(1039～) 2.4 3.1

4 元豊通寳(行) 元豊 元年(1078) 2.5 4.3

5 元符通寳(象) 元符 元年(1098) 2.4 3.3

6 元符通寳(蒙) 元符 元年(1098) 2.4 3.4

7 政和通寳(象) 政和 元年(1111) 2.4 3.7

8 紹煕元實(楷) 紹煕 年 間(1190～94) 2.4 2.9 背下に 「二」,「三」の剥落か

9 寛永通寳 2.5 3.3

10 寛永通寳 2.5 3.7

11 寛永通寳 2.4 3.3

12 寛永通寳 寛 文8年(1668)～ 2.5 3.5 背上に 「文」

13 寛永通寳 2.4 3.1

14 寛永通寳 2.5 3.4

一15 寛永通寳 明和6年(1769)～ 2.8 5.0 明和4文 銭11波

16 寛永通寳 2.2 2.1

17 寛永通寳 2.2 2.6

18 寛永通寳 2.3 3.2

19 寛永通實 2.5 3.0

20 寛永通寳 元 文元 年(1736)～ 2.5 3.4 背上 に 「元」

21 寛永通寳 2.4 2.8

22 寛永通寳 2.2 2.4

23 寛永通寳 2.2 2.4

表1保 管銭貨一覧表
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写真1小 菅神社宝物庫保管資料(銅 鏡)(上 州浜松樹双雀鏡

一14一

中 垣根柳樹双雀鏡 下 菊文散双雀鏡)



銅鏡(写 真1)

1州 浜松樹双雀鏡 室町時代

径8.55cm

縁幅0.2cm

縁厚0.6cm

外傾式 中縁 菊座素円鉦

全体に青錆が覆ってお り、鏡背文様は模糊 としてい るが、外区には鋸歯文帯 と界圏を巡 らし、内

区は波の寄せ る洲浜の上に松樹が聾え、左 に双雀の遊舞する情景をあ らわす典型的な室町期の擬漢

式鏡である。表面は緑青が付着 し荒れているが、.___部に錫 メッキ した当初の鏡面がみえる。

2垣 根柳樹双雀鏡 室町時代

径7.1cm

縁幅0.25cm

縁厚0.3cm

直角式低縁 菊座素円鉦

鏡表面、鏡背 ともには緑青が付着 し荒れている。全体 を青錆が覆ってお り、腐蝕 も酷 く、鏡背文

様 は模糊 としている。界圏がな く、鏡背前面 に垣根越 しに柳樹が風 に揺 らぎその下に二羽の雀が乱

舞いする情景をあ らわしている。題材は鎌倉期の ものにみられるが肉取表現からみて時代は若干下

るものといえる。

3菊 紋散双雀鏡 室町時代

径5.4cm

縁幅0.1cm

縁厚0.4cm

直角式中縁 菊座素円鉦 鉦穴なし

鏡表面、鏡背 ともに青錆が覆ってお り、歪損がある。腐蝕 も酷 く、鏡背文様は全体 に模糊 として

いるが、単圏を巡 らし、鏡背全面 に菊紋 を散 らし、上部 に双雀 を配 して文様 としている。小鏡であ

り、鉦穴が空 けられていない点からみて実用 とされたものではない。上部縁 に近 く穴が穿たれてお

り、御正体 として懸i垂されたものであろう。

(本文は、2001年 文化女子大学中野政樹教i授鑑定結果抜粋である。)

2)小 菅集落内既出 ・採集資料(図6・7)

1999年7月 、笹本信州大学教授を中心 とす るメンバーの採集資料、同年10月 に市教委が実施 し

た村内踏査 において採集 された資料及び蒲原良典氏保管資料である。採集資料には縄文時代か ら

近 ・現代 までの土器 ・陶磁器があるが、整理作業が済 んでいないため本稿では珠洲陶器のみ を掲載

した。

小菅地区で採集 した珠洲陶器 は、蒲原氏所有の遺物 を含め計12点 である。内訳は、甕8点(図
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図6小 菅集落内既出資料(珠 洲陶器)(1=3)
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1～4・6～8・10)、 壷1点(図5)、 片 口鉢3点(9・11・12)で あ る。

甕

1～4は 口縁部 か ら胴 部 に至 る部分 で、口縁 形態 は しっか り外 反 させ るが、肩 の張 り出 しが 弱 く、

胴 径 が 口径 を僅 か に上 回 る形態 で あ る。1の 胴 部 には 「×」 な い しは 「V」 の刻 文 が認 め られ る。

6～8・10は 胴 部破 片 で あ る。

以 上 の甕 は、形態 か ら珠洲 編 年のN期 ない しはV期(14～15世 紀前 半)に 位置付 け られ る。た

だ し、3の 甕 につ い て は、 口縁 が しっか りと引 き出 され てい る こ とか らIV期 で も前 半 だ ろ う。

壷

1点 のみ の 出土で あ る(5)。 壷T種 と呼 ばれ る綾 杉状 類似 仕上 げの特徴 的 な もので あ る。口縁 形

一 態 が不 明 のた め明確 な時 期 は下 し得 ないが、装 飾 的効 果 の薄 い綾 杉状 仕上 げ は よ り退 化 的現 象 と

捉 えV期(15世 紀前 半)と 考 え られる。

片 口鉢

三点 出土 してい る(9・11・12)。9は 太 く幅広 い原体 に よ り深 い直 線16条 の卸 し目が つ け られ

る。11は かな り使 用 された ためか底 面 に は卸 し 目が 明確 で はないが 、そ の上部 には密 に施 され て

い るのが わか る。12は 、11条 の卸 し目で器全 面 に施 され て はい ない。以上 の年代 も口縁 部が不 明

のた め はっ き りしない が、9は 特徴 か ら第IV期 に位 置付 け られ、他 もほぼ 当該期 に含 め られ る もの

と思 われ る。

以上 概説 して きたが、採 集遺 物及 び蒲 原氏所 蔵珠 洲焼 は概 ね珠 洲編 年 の第IV～V期 を中心 と し

た年代 と考 え られ、 そ の絶対 的年代 は西 暦1400年 前後 に置 か れ る もの と考 え られ る。

次 に、採 集 した地 点 につ いて触 れて お きたい。蒲 原氏 所蔵 の遺物 は図の1・2・3・5・9・15と 図

示 した半 数 を占め る。残 念 なが ら採 集地 点 は明確 で はな い。蒲原氏 は住 宅付 近 あ るい は大 菅 と推

測 されて い るが、大 菅だ とす ればか つ て極 楽坊 や五 智堂 が あ った とされ る場所 で あ り、1356年 の

小 菅寺 合戦 に登場 す る地 名 で もある。他 の遺物 は、4・7・12が 地 図番号(図7)の15地 点 、6が

20地 点 、8が10地 点、11が12地 点で あ る。これ らの地 点 は、永禄9年 とされ る元 隆寺 絵 図 と照 ら

し合 わせ る こ とに よ り、坊 と比 較す るこ と もで き よう。

た だ し、 あ くまで も採集 品 に よる推 測 であ って、 よ り明確 な中世 の小 菅 を浮 か び上 が らせ て い

くには発掘 調査 等 の作 業 も必 要 にな って くるだ ろ う。
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皿 大菅遺跡の確認調査

1概 要

字大菅は北竜湖東岸か ら山地にかけての広 い範 囲であ り、そのほとんどに石積みの痕跡が認め

られている。これ らの大半は、近世か ら昭和二十年代 までの長期間小菅村の畑や一部水田 として

利用 されてきたその痕跡 を示す もの と考えられている。ただし、中世には大菅村が存在 したこと

か ら、石垣で区画 された一部にはそ うした中世村落の存在を示す可能性 も考 えられた。そのため、

村落の存在の痕跡を明 らかにすることに主眼を置 き、村落の範囲についても明 らかにできればと

考え、比較的広い:範囲に次の5箇 所 を選定 した(図8)。

(1)1区

字 大菅7407一 イ ・ロで、所 有者 は小 菅 区で ある。弁 天 島 内で古 くか ら北 竜湖 遺跡F地 点 の範 囲

内に も含 まれて い る。2箇 所 に トレンチ を設 定 した。

(2)1[区

湖拡張 により水面下 となった地点で地番は存在 しない。所有者は湖の所有者の小菅区であ り、現

地番7401・7391の 湖側 となる。渇水期には現れ、石垣 も波 に現れてやや崩れているが輪郭 はほぼ

残 している。3箇 所 に トレンチを設定 した。

(3)皿 区

弁天島に下 る市道の東側で、字大菅7519番 地である。所有者は小菅の小林三平氏の山林である。

かつて 「さぐざえむ屋敷」 と呼称 していたとされ、大菅で は唯一屋敷伝承の残されている場所で

ある。2箇 所 に トレンチを設定 した。

(4)IV区

大菅地区内の南側で、地番 は7545・7546・7717番 地である。所有者は野沢温泉村鈴木忠氏お よ

び小菅山岸岩雄氏である。かつて字清水 と呼称 されていた場所であ り、近 くに湧水 も認められる。

その個所 にはサ ンショウウオ も確認 された。「小菅神社誌」にこの字清水で古鍬が採集されたとの

記載があることか ら調査 を行うこととした。 トレンチは4本 設定 した。

(5)V区 、

地番は7534で 、小菅 の滝沢 きみ江氏所有地 である。す ぐ傍 に大石がある。市道周辺は別荘地 と

して売却 され、多 くが市外の方の所有地 となっている。1箇 所 の トレンチを設定 した。
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図8大 菅遺跡 調査 地点(115000)
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2各 調査区の状況

(1)1区

北竜湖の弁天島で、この場所は古 くか ら石鎌や縄文式土器、弥生式土・器が採集 されてお り、飯 山

市遺跡分布図で も北竜湖遺跡F地 点 として登録 されている場所でもある。ただ し、弁天島の大半 は

池拡張や整備 により削土 され、保存 されている部分 は極僅:かと思 われる。そのため、大菅村の確認

とともに北竜湖遺跡F地 点の状況について も確認することとして選定 した。

1)Aト レンチ(図9)

比較的形状が変更されていない部分で、2×4mの トレンチを設定 した。黒色土が約20cmで 、そ

の下位 は褐色の風化 テフラ層である。テフラ層上部 には比較的扁平な礫がやや多 く産出する。調査

区南側 で、108×56cmを 測 る楕円形の土坑状の落ち込みを確認 した。覆土は黒色土で、撹乱 され

た ような形跡 は伺 えなかったが、出土遺物 はな く人為的 な遺構 であるか どうか も明確 に しえな

か った。

本 トレンチか らの出土遺物はない。

2)Bト レンチ(図9)

弁天島の林内北側の平坦地で、満水期には水面下 となる地点である。かつてはこの付近か ら北竜

湖北岸 までほぼ続いていたが、近年の弁天島改修の際に削土 された らしい。本 トレンチは、この削

土 された部分に接す る地点で、6×2mの 調査 区を設定 した。

調査 区の南側 は5～10cmで 褐色土層 とな り、すでに削土 された場所であることが分か った。北

側部分 は、黒色土 中に大 きな礫が集中 してお り、褐色土層 も急激 に北側 に落ちてい く状況 となって

いる。この傾斜 は自然的なもの と考えられ る。大 きな礫 に接 してピットがJ基 検 出された。

遺物 は、北側黒色土中より縄文式土器片、弥生式土器片が礫 とともに出土 している。

弥生式土器片は、後期箱清水式土・器甕で、櫛描波状文が施文された ものである(写 真4)。

(2)II区

弁天島の南約200mの 付近で、北竜湖 は農業用溜池のため8月 以 降の渇水期 にな らない と湖上に

現れない。したが って、所有者は湖の所有者の小菅区である。渇水期の湖岸は堤 を築 く前の湖水線

とほぼ同 じと考え られ、石垣 は湖 に接するところまで築かれている。ただ し、波 によ り崩 れている

個所が多 い。この地区は植林 もされていな く、 また、埋没以降手 をつけ られることがなかったた

め、最 も保存状況が良い と考 え3本 の トレンチ を設定 した。

1)Aト レンチ(図10)

湖面 に接する部分で、石積 みに区画された範囲は、南北約15m、 東西約8mの 狭長な一区画である。

石積みに接 した部分に8×1mの トレンチ を設定 した。石積みは、湖水の波により崩れてお りほと

ん ど原形 をとどめていない。地 山面のIV層 までは約70cmを 測 るが、多量 の礫がH層 以下 に含

まれ る。
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図91区A・Bト レンチ平 面 図(1=50)

写真41区Bト レンチ出土遺物
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盛土・湖水堆積物

盛土・黄褐色土層

旧表土・黒色土層

黄褐色土層

ii

川

iv

iv

表土 ・湖水堆積物

含礫黒色土層

暗黒色土層

黄褐色土層

図1011区A～Cト レンチ平面 図(150)

写真511区 出土遺物
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遺物 は、内面黒色の土師器細片及び陶器揺鉢片(産 地不明)がH層 において僅かに出土 した(写 真

5)こ とか ら、平安時代か ら中世における痕跡が微かではあるが認めることがで きたIO

2)Bト レンチ(図10)

Aト レンチ よりさらに南側 のやや湖岸にせ り出 した地区に、8×1mの トレンチ を設定 した。土

層状況か ら、湖に向か って傾斜 している部分 に土砂 を盛土 して平坦な区域 を造成 した と思われる。

H層 以下 に多 くの礫が検 出されたが、IV層にはそれほど多 くの礫 は含 まれない。なお、旧表土の皿

層下位か ら礫 を並べたような痕跡を確認 したが、明確な遺構 とは断定で きなかった。

本 トレンチか ら遺物 は出土 しなか った。

3)Cト レンチ(図10)

Bと レンチの南側 に接 して5×2mの トレ・ンチ を設定 した。Bト レンチ同様 に湖面 に向かって傾

斜 してい く部分に盛土 して平坦 にしている。石積みは、上 ・下端が崩れているものの約1.2mの 立

派 な石積みで、この部分 については積み石状態 も調査 した(図15)。 石積みは、旧表土から石積み

一段分 を地山面に掘 り込み、その上 に裏込めの小礫 を充填 させる。さらに上部にはやや大 きめの石

をその後 ろに置いている。前面 は崩れているために根石等については確認で きなかった。

本 トレンチか らは、青磁片及 び染付 け細片が出土 している(写 真5)。

(3)皿 区

弁天島へ下る道路の東側である。所有者等か ら一・帯が 「さぐざえむ屋敷」といわれている場所で

あるとの教示 をいただいたため、屋敷伝承が残 っている地点 と考え調査の トレンチを設定 した。昭

和30年 代 まで畑 として利用 されていた らしいが、その後杉が植林 され、現在ではi蒼 と生茂って

いる。

1)Aト レンチ(図11)

弁天島に降 りてい く市道 に接 した部分に6×1.5m及 び3×1mの ト『レンチを足 して変形の トレン

チ を設定した。地山面まで平均70cmで 、すべて耕作 された痕跡 を示 していた。礫 も地山面 に入 り

込んでいるもの以外すべ て取 り除かれてお り、畑開墾 によるものと考 えられた。

遺構 は1箇 所 においてピッ トが検出されたが、時期等についてははっきりしない。

遺物 も検出されなかった。

2)Bト レンチ(図12)

Aト レンチの南側 に12×1mの トレンチを、斜面に沿 って設定 した。Aト レンチ と同一区画では

あるが、地 山面 まで15～30cmで あ り、礫 も多 く含 まれていた。黒色土の薄 さと地 山面における礫

の多 さか ら深 く開墾で きなかったようにも見受 けられる。特にほぼ中央の大石 は、表面にも僅かに

顔 を出 していたが、地山面内に深 く入 り込んでお り開墾時にも取 り除 くのは不可能であったのだろ

う。したがって、む しろ開墾前の痕跡 をとどめている可能性 もあったが、遺構 をはじめ遺物 を検出

す ることはで きなかった。
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皿区Aト レンチ平 面 図(1=50)

6 H区 調査風景
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図12皿 区Bト レンチ平 面図(1:50)
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(4)IV区

大菅地区の南側の上方(東)で 、旧字は 「清水」 と呼称されている場所である。森山氏の 「小

菅神社誌」の中で字清水 より古鍬が採集 された との記載があるため、調査 区を設 けることとした。

この上方 には・字名の基 となった湧水が認められでお り・近代初期 頃か らは一部に水 田 も作 られ

ていた らしい。4箇 所設定 した。

1)Aト レンチ(図13)

今回の調査区では最 も上方 となる。これよ り上位 は国有地 とな り字大菅の区域外 となる らしい。

昭和30年 代頃 まで水 田として利用 されていた らしく、現在 も杉 の植林 はな く水田跡 とわかる場所

である。す ぐ脇 を湧水 の水路が通っている。

トレンチ は、5×1mを 設定 した。斜面を均 して平坦にしてお り、斜面上部 を削土 して、下側に

盛土 した状況がセクションに現れている。V層 の地山面 にも礫 は含 まれるが、トレンチ内には1m

以上 もの大石が床土直下 に入 っている。これは、造成時に現れた大石 を盛土す る地区まで移動 さ

せて埋め戻 したものである。

遺物 は、土師器細片2点 が出土 してお り、その うち1点 は内面が黒色 された圷 と思われ るので平

安時代 の土器だ と考 えられる(写 真7)。

2)Bト レンチ(図13).

Aト レンチの南側 の急斜に変換する直前の僅かな平坦地 に、7×1mの トレンチを設定 した。旧

畑地 と思われる。ほ とんど礫が含 まれなく、土層 も上部か ら分離で きないことか ら地山面まで開

墾されたものと判断 した。

出土遺物 はない。

3)Cト レンチ(図13)

A・Bの 西側の下斜面で、6×1mの トレ、ンチを設定 した。約40cmで 地山の黄褐色土層 となる

が、H層 の黒色土層 にも多 くの礫が含 まれてお り、耕作 された部分は約25cmで ある。

遺構お よび遺物は検出されなかった。

4)Dト レンチ(図13)

IV区 の最 も低 い地 区であ'り、市道 に接 した部分に4×1mの トレンチを設定 した。Cト レンチ同

様 に、1【・皿層 に礫が多 く含 まれ る。

遺物 は2点 出土 し(写 真7)、 土師器黒色土器圷お よび甕であ り平安時代 に比定される。

(5)V区(図15)

周辺は別荘地 として一時売 り出 された地区であ り、多 くが市外の方の所有地 となってお り、地

元小菅地区住民の所有地を選定 して トレンチを入れた。「小菅神社誌」に大菅の大石 より古刀が出

土 したとの記載があり、地区内には多 くの巨石があるものの本地区にも存在することか ら調査す

ることとした。
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図131V区A～Dト レ ン チ 平 面 図(1:50)

一29一



写真71V区A・Dト レンチ 出土遺物

写真81V区 調査 地区近 景
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図14V区 トレンチ平 面 図(1=50)

図15石 積 み のA・Bタ イ プ
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トレ・ンチ は、4×2mの1本 の みで あ る。 地 山面 まで開墾 されて お り、遺構 や遺 物 は検 出で きな

か った。

(6)石 積み について

平成13年10月24日 に行 われた調査会議において、調査指導者よ り石積み方法 について調査する

よう指導を受けた。時間的な制約 もあったが、今後の検討課題 とす るためII区 において調査を実施

した。

石積みの表面的な形態 は、平石 を横 に積み上げてい くAタ イプ と縦に積 み上げるBタ イプの2通

り存在す る事がわかった。地域全体 を検証 したのではないため、他 にも異 なった タイプが存在す る

か もしれないが、現時点では1m以 上に積み上げる場合 はAタ イプ、50cm程 度の場合はBタ イプ

を採用するようである。これについては、今後時間的な差はあるのか どうか も含めて大菅地区全体

を調査 したい。

工法については、H区Cト レンチを利用 して図示 したAの 石積みを裏側か ら調査 した・それによ

れば、石積みは旧表土 を約20cm掘 り下げて一番下の石を据付け、後に裏込め石 を入れなが ら徐 々

に積み上 げてい く方法であった。斜面の土地を削土 ・埋土 してほぼ平坦 となった段階で、その端部

に石 を積 み上げる方法である。

これについても、今後全域で調査を実施す ることとしたい。

写真9タ イプA石 積み

写 真10タ イプB石 積 み
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IV小 菅大聖院跡確認調査の概要

1調 査区

大聖院は、昭和30年 代後半まで建物が存在 してお り、跡地 も明確 に残 されていた(図16・17)。

現在は付属建物の護摩堂や池 のみが残 されている。跡地は、約四分の三 を当時の大聖院所有者の武

内氏か ら小菅神社氏子総代会が買い上げ、杉 を植栽 した。その一角 に昭和50年 に氏子総代会 によ

り 「大聖院跡」碑が建て られている。ただ し、林 内は近年の里 山と同様 に手入れが されてお らず、

枯れ枝などが散乱 してお り、当時の面影は失われていた。そのため、調査にあたってまず林 内の片

付 け作業か ら開始することとし、その後全体 をカバ ーで きるグリッ トの設定を行 うこととした。

グリッ トの設定は、跡地 に沿 うよう任意に設定 した。

2調 査

今回の調査 は、解体 された大聖院建物が どのような規模をも6て いたか、また時期的にどこまでさ

かのぼることがで きるか考古学 的調査によ り明 らかにすることであった。加えて、明らかにされた

大聖院跡 をどのように後世 に残 してい くべ きか考えてい く資料 としたいことも目的としてあった。

(1)大 聖院跡 の規模(図18)

林内の清掃 により解体当時の礎石が多 く残 されていることが明らか となった。一部においては、

畑開墾および記念碑建立に伴うて撤去 あるいは転用 されていたため、残 されていない個所 も存在 し

たが概要を把握するには充分であった。また、地区の方 より記憶 されている範囲で教示 もいただい

たので、今後の研究でさらに明 らかにされるもの と思われる。ここでは、清掃 により明らか にで き

た部分について記述 していき、今後の検討材料 としたい。

建物 は間口17問 、奥行 き7問 と伝え られて きたが、今回の調査でほぼその とお りと確認 できた。

入 口は正規の表玄関と通用 口(西 入口)並 びに勝手口(南 入口)と がある。正面玄関は、現在の記

念碑付近にあった とされ、賓客来訪時のみに使用されたという。通用 口は日常の玄関で、石 の階段

が3段 認め られる。中に入 ると広い土間があった とい う。また、入口右側 には馬小屋が2部 屋あっ

た らしい。勝手口は南側 にあったといい、階段状 に配石が認め られたので、位置はほぼ断定で き

た。茶の間 ・座敷等 については、地 区の方の記憶 もまちまちであるが、表玄関より北側が座敷 と

なっていたことはほぼ一致 している。護摩堂へは7尺 の畳廊下 より繋がっていたとされる。また、

茶の間等については、板 の間お よび畳の部屋が計3部 屋あった らしいので、表玄関 と通用 口の間が

それにあたるので、今後礎石 をもう少 し検討 していけば間取 りも明 らかにできると考えられる。

今回の調査では、礎石の全部 を検出 したのではないので細かな検討 を加え られないが、今後すべ

ての礎石 を明 らかにして検討 してい きたい。
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.馴 爲沙 菅煙 院跡位置図(1=5・ …)
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図17大 聖 院跡 地地 形 図(1500)

一35一



図18グ リッ ト設定 図及 び礎石 略測 図(1:200)
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(2)発 掘調査

地下の状況を把握す るために、大聖院建物の北および東側 を主体 として調査 した。また、護摩堂

建物東側の池に続 く個所 について も トレンチを入れ、調査 した。

建物北側部分 においては、北東隅において縁石 と思われる切石の列を検出 している。検出状態か

らはさらに東側に続 くとは考 えられないが、建物奥行 き規模および東側の礎石検出状況か ら考える

限 り延 びる可能性があ り、今後 さらに東側 を調査す る必要がある。

建物 の奥にあたる東側の調査では、縁石 については一部の確認 にとどまったが、礎石列を確認 し

た。

遺物は、清掃時において多 く検出している。発掘個所においては、D-6で 磁 器埋納 ピッ トを検

出し、計8枚 の皿 ・碗が納め られていた。この埋納 ピッ トの意味については現在 のところ不明 とい

わざるを得ない。また、同じくD-6西 南隅において甕が正位 に置かれた状態で出土 した。液体等

が入っていた形跡 は認め られなかったが、状況か ら床下に置かれたものと考 えられる。また、台所

があった と推定 されるD-8・9区 か ら多量の食器類が出土 している。これらの多 くは、近世～近 ・

現代のものである。唯一中世 にさかのぼる遺物 として、C-4区 杉の根の問か ら出土 した珠洲陶器

甕破片がある。C-6区 で も珠洲陶器を採集 してお り、中世 にさかのぼる資料 も得 られた。
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写真11大 聖 院 跡(整 備前)

写真12回 廊 式 池
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写真13D-6磁 器埋 納抗

写真14 発掘調査地近景
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写 真15甕(昭 和前 期)

写真16甕(幕 末 ～明治)

写真17甕(幕 末～明治1

-40一



写真18 D-6区 磁器埋納抗 出土磁器 (明 治～ 大正)

写真19 飯碗 (近世後期～明治)

写真20 湯呑碗 (幕末 ～昭和)
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写真21 皿 (近世後期～明治)

写真22 灯 明 皿 (近 世)

写真23 徳利 ・仏神具 (近世後期～昭和)
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写真24急 須(大 正～昭和前期)

写真25珠 洲陶器甕(中 世)

写 真26鉄 製 品(釘 ・火箸 ・金 槌 ・鑓 な ど)(大 正 ～昭和)
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